
＝
申
し
込
み
先　
　

☎
＝
電
話
番
号　
　

  

＝
Ｅ
メ
ー
ル

＝
問
い
合
わ
せ
先　

＝
フ
ァ
ク
ス
番
号　

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

マ
ー
ク

の
説
明

¥0 参加費用無料
高齢者・障害者対象

ル
コ
ー
ル
類
、
健
康
食
品
、
合
成
洗
剤
、
消

費
者
被
害
の
あ
る
も
の
は
販
売
不
可
）　

●

区
画
＝

区
画
（

区
画

㎡
）　

●
出
店

料
＝

円　

●
公
開
抽
選
日
＝

月

日
㈮

午
前

時

と
こ
ろ
・

月

日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
【
往
信
】
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
出
店
内
容
（
具
体
的
に
）、

【
返
信
】
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い
て

（

組

通
）
郵
送
で
〒
　

ー　

東

大
阪
市
水
走
　

ー　

　

ー　

東
大
阪
都
市
清
掃

施
設
組
合
・
日
曜
見
学
会
実
行
委
員
会
事
務

局
☎

・

・

　

・

・

子　
　

育　
　

て

　

子
育
て
の
催
し
な
ど
は
、
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

南
郷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
び
っ
こ　

☎

・
0
0
1
3 

① 

す
い
か
く
ら
ぶ
（
プ
レ
パ
パ
・
プ
レ
マ

マ
）

●
と
き
＝

月

日
㈯
午
前

時
〜
正
午　

●
内
容
＝
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ
・
情
報
交

換
・
交
流
の
場　

●
対
象
＝
こ
れ
か
ら
パ
パ
、

マ
マ
に
な
る
人　

●
定
員
＝

組

②
伝
承
お
は
な
し
マ
マ
タ
イ
ム 

●
と
き
＝

月

日
㈭
午
前

時

分
〜
正

午　

●
内
容
＝
絵
本
の
広
場
で
お
気
に
入
り

の
絵
本
を
探
そ
う

③
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室 

●
と
き
＝

月

日
㈫
午
前

時
〜

時　

●
対
象
・
定
員
＝

カ
月
〜

カ
月
の
子

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

で
き
な
か
っ
た
人ひ

と

、
夜や

間か
ん

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

で
一い

っ

緒し
ょ

に
勉べ

ん

強き
ょ
う

し
ま
し
ょ
う
。

○
「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉べ

ん

強き
ょ
う

で
き
ま
す　

○

歳さ
い

以い

上じ
ょ
う

の
人ひ

と

が
入に

ゅ
う

学が
く

で
き
ま
す　

○
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

料り
ょ
う

は
い
り
ま
せ
ん　

○
大お
お

阪さ
か

府ふ

内な
い

の
人ひ
と

が

入に
ゅ
う

学が
く

で
き
ま
す　

○
外が

い

国こ
く

籍せ
き

の
人ひ

と

も
入に

ゅ
う

学が
く

で

き
ま
す

月が
つ

日に
ち

〜

日に
ち

（
土ど

・
日に

ち

曜よ
う

日び

を
除の

ぞ

く
）
に
守も

り

口ぐ
ち

市し

立り
つ

第だ
い

三さ
ん

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

夜や

間か
ん

学が
っ

級き
ゅ
う

☎

・

・

（
守も
り

口ぐ
ち

市し

春か
す

日が

町ち
ょ
う

　

ー　

京け
い

阪は
ん

電で
ん

車し
ゃ
「
土ど

居い

」
駅え
き

下げ

車し
ゃ

す
ぐ
）

平
成

年
度
墓
所
使
用
者

●
対
象
＝
構
成
市
（
大
東
市
、
守
口
市
、
門

真
市
、
四
條
畷
市
）
在
住
で
来
年

月

日

ま
で
に
遺
骨
を
埋
蔵
で
き
る
人　

●
募
集
区

画
数
＝

区
画
（
新
規

区
画
、
返
還

区

画
）　

●
抽
選
日
＝

月

日
㈭　

●
選
定

日
＝

月

日
㈭　

●
返
還
墓
所
の
随
時
受

付
切
替
日
＝
来
年

月

日
か
ら
受
付
開
始

月

日
〜

月

日
（
消
印
有
効
）

に
生
活
安
全
課
と
飯
盛
霊
園
組
合
で
配
布
す

る
所
定
の
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え
て
郵
送

で
〒
　

ー　

四
條
畷
市
下
田
原

飯

盛
霊
園
組
合
管
理
課
☎

・

・
1

1
9
5

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者 

　

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
贈
答
品
や
不
要
品
を

有
効
に
い
か
す
た
め
に
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
出
店
し
ま
せ
ん
か

●
と
き
＝

月

日
㈰
午
前

時
〜
午
後

時
（
雨
天
中
止
）　

●
対
象
＝
大
東
市
・
東

大
阪
市
在
住
者
（
事
業
者
の
出
店
不
可
。
ア

　

御
領
の
集
落
の
中
に
西さ

い
ふ
く福

寺じ

が
あ

り
ま
す
。
こ
の
西
福
寺
の
南
隣
に
小

さ
な
祠ほ

こ
ら

が
あ
り
、
こ
の
中
に
石
造
の

地
蔵
菩
薩
立り

ゅ
う
ぞ
う像

が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

高
さ
80

㌢
、
幅
60

㌢
の
花
こ
う
岩

に
、
線せ

ん
こ
く刻

の
二
重
円え

ん
こ
う光

を
背
に
し
た

半
肉
彫
り
の
地
蔵
菩
薩
が
彫
刻
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

像
の
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
は
頭
部

が
大
き
く
、
衣え

紋も
ん

も
線
刻
と
さ
れ
て

お
り
、
や
や
稚
拙
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
体
型
か
ら
な
ん
と

な
く
親
近
感
に
あ
ふ
れ
、
お
地
蔵
さ

ん
の
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

　

像
の
左
右
の
銘
文
に
よ
る
と
、

永え
い
ろ
く禄

元
年
（
１
５
５
８
）
８
月
頼よ

り

尊た
か

越え
ち
ご
の
す
け

後
助
と
い
う
人
物
が
、
生
前

に
自
身
の
死
後
往
生
（
逆ぎ

ゃ
く

修し
ゅ

）
の

た
め
に
、
大だ

い

乗じ
ょ
う

妙み
ょ
う

典て
ん

千
部
を
供
養

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

こ
れ
を
記
念
し
て
こ
の
地
蔵
菩

薩
石
仏
を
造
立
し
た
と
い
う
こ

市
の
指
定
文
化
財
③

永え
い
ろ
く禄
銘め
い

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

石せ
き
ぶ
つ仏

第3話

と
で
す
。
大
乗
妙
典
と
は
、
一い

っ
さ
い切

経き
ょ
う

（
大だ

い
ぞ
う蔵

経き
ょ
う

）
の
こ
と
で
す
。

　

頼
尊
越
後
助
が
ど
の
よ
う
な
人
物

で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の

石
仏
以
外
に
は
全
く
記
録
に
見
ら
れ

な
い
た
め
、
今
と
な
っ
て
は
そ
の
実

像
は
不
明
で
す
が
、
戦
国
時
代
の
ま

っ
た
だ
中
に
あ
っ
て
、
来
生
で
の
安

楽
を
願
っ
た
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

　

こ
の
地
蔵
菩
薩
石
仏
に
は
お
線
香

が
絶
え
ず
、
今
で
も
地
域
の
人
び
と

か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
市
史
編
纂
委
員　

岡
村
喜
史
）御領1丁目所在
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